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一般公開委員会委員長  小林 洋平 

 

2021 年 10 月 23 日、令和 3 年度物性研究所一般公開が

行われた。今年度も昨年度に引き続き、コロナの影響でオ

ンライン開催となった。ウェブサイト上からのリンクによ

る各企画の訪問と、バーチャル物性研内で物性犬アバター

を操作して企画展示を見て回るシステムの 2 本立てでの開

催とした。 

 企画は今年度新しく 10 本の申し込みがあった。例年

行っている講演会に関するものが 2 件。サイエンスカフェ

とプチサイエンスカフェである。今年度のサイエンスカ

フェは吉見一慶氏による「スーパーコンピュータが解き

明かす物質の世界」であった。スパコンの世界を分かり

やすく説明してもらう内容であり、途中先生たちのゲス

ト出演もあり、ライブ感ある素晴らしい講演であった。

また、柏キャンパス全体の講演会では真弓所員が登場した。 

企画プチサイエンスカフェは、昨年度から装いを新たに、

学生による物理編と化学編、そして助教による講演三本と、

さらに内容が充実した。 

 

 

 

学生化学編は、長田渉(𠮷信研)・尾崎文彦(𠮷信研)両氏

が、どのように大学院進学や研究内容を決めたかなどにつ

いて語ってくれた。学生物理編は、島原光平(小林研)・田

中宏明(近藤研)両氏が登場し、柏キャンパスや研究の紹介

をしてくれた。学生プチサイエンスカフェは、驚くほど事

前準備を念入りに行い、時間を掛けて作り上げてくれてい

る。化学編はバーチャル物性研内での放映風景を、物理編

は撮影風景の写真を掲載する。 

学生たちが作り上げた映像はお見事である。今年度から

スクリーンがはめ込み映像になったことにお気づきであろ

うか。昨年度は Youtube 画面が別に出ていたが、ことし

はスクリーンの前に行くと、映像がそこに流れる。この進

歩はバーチャル空間を楽しむうえで素晴らしく、今年度一

番の進化といえよう。このシステムは学生の遠藤翼さんが

一手に担っている。非常に重たい仕事を引き受けてくれた

ことに謝意。来年度は新たな担い手が出てくることに期待

している。 
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助教のプチサイエンスカフェについては、福田将大助教は計算機科学の世界を、 
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永田崇助教は生物物理の世界を 

 

 

 

そして谷峻太郎助教はレーザー加工の世界を紹介した。 

 

 

 

 

それぞれ、内容もさることながら、映像コンテンツとし

て非常に高いクオリティであったことにお気づきであろう

か。どうやって合成しているの？Zoom の範疇を明らかに

超えている！と、気づいた方はさすがである。実は物性研

のどこかにスタジオがあることはあまり知られていない。

さらに、映像や音声の編集もできてしまう人材が複数人い

るのである。これから先、映像コンテンツを自作できるス

キルを身に着けることは大変重要であるので、一般公開は

そのような訓練の場にもなっている。 

 

 

ここで今年度の企画一覧を示す。ご覧の通り、サイエン

スカフェ、プチサイエンスカフェの他に 8 件の新規一般企

画を行った。 
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コロナ禍以前の対面による一般公開では各研究室やグ

ループはいわばルーチン的に展示をこなしていた。オンラ

イン一般公開で展示をするときには、1 からテーマの検討

やコンテンツ作りをする必要がある。これには大変な労力

を伴う。そもそもモチベーションが上がらないのが普通で

あろう。研究している方が楽だし楽しい。それでもこうし 

て多くの新規企画を提案いただいたことに謝意を表したい。 

 また、昨年既に展示企画をしてくれたグループの多くに

も、引き続き展示ブースを出していただいた。それらを加

え、スクリーン上の企画を除いて 14 の展示ブースが並ん

でいる。  
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 バーチャル物性研の外観も昨年度から改良されている。

昨年度は本館のみであったが、今年度は裏の低層棟の一部

(B, C, D 棟)が増設された。これにより、物性研の周りを

散策する楽しみ方もできるようになった。結構リアリ

ティーのあるバーチャル散策が可能である。都会で疲れた

卒業生などには是非楽しんでいただきたい。私も今回バー

チャル物性研の構築に少し参加した。低層棟の設計の部分

である。バーチャル物性研は、Blender というソフトで立

体構造を作り、それをUnityというソフトに読み込んで、

システム化していく。Blender は 3 次元の構造を作ること

ができるフリーソフトであり、誰にでも使える。非常に高

性能なソフトウエアで、アニメーションを作ることも可能

だ。目的の立体を作る方法として、様々な方法があるが、 

私にもできるのは非常に単純な方法。直方体をくっつけた

り押し込んだりする程度。それでもなんとか低層棟の形は

できた。作りこみはいくらでもこだわることができる。昨

年度Ａ棟を作った佐藤達郎さん(当時Ｍ2)の出来と比較す

ると一目瞭然である。これが先生と学生との能力差。とい

うわけで、若い人の力はどうしても必要である。今年度は

学生の多屋奏一さん、土屋叡本さん、そして特任研究員の

乙津聡夫さんにシステムの拡充を担当してもらった。 

 

さて、バーチャル空間に入ってみよう。 

名前を設定すると、物性犬となりバーチャル空間に降臨

する。下記の画面でスタート。これが精密にできた A 棟

である。 

 

 

横に回ってみるとこんな感じ。 

非常に精巧にできていることがお分かりだろう。 
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そして、裏に回ると低層棟がある。一部、中にも入れることができ、展示スペースがある。 

 

 

 

本館 2 階にメインの展示スペースがあり、床のマップを

見るとどこに行けばよいかが分かる。それぞれのブースに

は研究内容を分かりやすく示す映像コンテンツやポスター

があり、じっくり見るとかなり勉強になる。また、普段見

ることができない研究施設の内部なども映像や画像で見る

ことができる。SPring-8 の中も見学できる貴重なシステ

ムである。 

 

各ブースの中は実際にバーチャル物性研を訪れて確認し

ていただきたい。 

 

あと忘れてはいけないのが、ライブ企画である。小林研

では学生の石塚悠也さんが代表のレーザー加工ライブ企画

を行った。ウエブ上でお絵描きをすると、その通りに金属

にレーザーが照射され、自分の描いた絵の金属プレートが

できるというものである。 

 木村隆志所員は、SPring-8 から生中継で研究施設の様

子を伝えてくれた。超強磁場施設の松田康弘所員は、破壊

型の強磁場実験を生で中継しながら行うという画期的な企

画を行った。個人的な感想であるが、これは大変素晴らし

い企画であった。 

 以上、少々のハプニングはあったものの、皆様の多大な

る努力により、今年度も成功裏に終わった。 

 

来年度以降は一般公開がどのような形態で行われるかは

未知である。コロナの状況次第と思うが、リアルとバー

チャルとの併設もありうる。また、一般公開から生まれた

バーチャル物性研は、他の利用法も考えられる。これから

の展開が楽しみである。 

 

最後に今年度の一般公開を支えていただいた一般公開委

員、物性研究所事務、そして広報室諸氏に感謝する。
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